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　山、川、平地、干潟、海と様々な環境からなるまち、ふくおか。そんなふくおかにはどんないきものが生息しているの

でしょうか。

その全貌を解き明かすべく、2025 年 10 月 18 日から 12 月 19 日の間、福岡市内に生息・生育する動植物の写真をスマートフォ

ンアプリ「Biome（バイオーム）」に投稿してもらうことで、福岡市内のいきものの発見情報を集めました。

投稿の多かったいきものピックアップ！
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希少ないきものピックアップ！
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調査結果！
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Base map and data from OpenStreetMap and OpenStreetMap Foundation (CC-BY-SA). © https://www.openstreetmap.org and contributors.

ふくおかいきものマップ

　かなたけの里公園周辺を中心に、昆虫や植物の投稿が多く

寄せられました。 特に昆虫類が豊かで、チョウの仲間は9種、

トンボの仲間は 7 種が報告されており、樹林や林縁を好む種

も多く記録されています。 里山の自然環境が色濃く残るエリ

アとして、多様ないきものたちの姿が確認されました。
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※地図上の点は調査期間内に福岡市内からアプリ「Biome」に寄せられた全投稿の撮影地点を示します

油山エリア
　油山市民の森周辺を中心に、植物や昆虫の投稿が多く寄せら

れました。 特に植物は 60 種と非常に多くの種類が報告されてお

り、色鮮やかな紅葉や、秋に実をつける植物など、四季の移ろ

いを感じさせる投稿が目立ちました。 豊かな森林環境を活かし、

多様な野草や樹木が観察できるエリアであることがわかります。
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　鳥類の投稿が 71 件 36 種と多く寄せられました。カモ類は

もちろん、シギやチドリの仲間など、稀少な種も観察されて

います。そのほか、甲殻類の情報も寄せられ、干潟特有の多

様ないきものたちが集まるエリアであることがわかりました。

和白干潟エリア

室見川エリア
　全投稿のうちの半数を鳥類が占め、59 件 33 種の鳥が記録され

ました。 樹林に接する上流のダム周辺では、ヤマセミやミソサザ

イなど、渓流や樹林を好む種が多く発見されました。 一方で、

市街地を流れる下流から河口にかけては、カモ類やカモメ類、

サギ類などの水鳥が中心となり、一本の川で環境の変化に応じ

た多様な鳥たちの姿が確認できました。
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制作：生物多様性ふくおかセンター　監修：株式会社バイオーム

里山に暮らす哺乳類です。

秋には冬越しに備えて果

実や木の実をたくさん食

べ脂肪を蓄えます。冬に

なると、厚い冬毛に包ま

れて丸々と膨らんだ姿が

見られるようになります。

調査隊の発見報告のなかから、みなさんに知ってほしい注目の

いきものをピックアップ！

タヌキ
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中国原産の外来種で、2017 年

に大阪で国内初確認されて以

来、日本各地へ生息域を広げ

ている注目の昆虫です。在来

のアミガサハゴロモに似てい

ますが、前翅の白い紋が明瞭

なのが特徴です。

チュウゴクアミガサハゴロモ
カメムシ目ハゴロモ科

今回もっとも多く報告された分類は「植物」で、次いで

「昆虫」「鳥類」が続きました。秋ならではの特徴として、

果実をつけた植物や、バッタ類などの写真が投稿されま

した。また、油山や飯盛山などの山地エリアからの情報

も多く寄せられ、調査データが一層充実したものとなり

ました。

調査隊が発見！
注目のいきもの

今回の調査を通じて、1,000 種を超える多種多様ないきも

のが、私たちの身近な環境で暮らしていることが改めて

可視化されました。これらのいきものたちとこれからも

共に生きていくため、福岡市は市民のみなさんや各種団体、

企業と協力し、ネイチャーポジティブの実現に向けてさ

らに歩みを進めていきます。

生物多様性を楽しく学べるウェブサイトがオープン！ふくおかゆかりのい

きものや、今日からできる保全アクションなどを紹介しています。今回の

調査結果はもちろん、福岡市内の各種イベント情報も要チェックです。

調査をふりかえって

https://seibutsutayousei.city.fukuoka.lg.jp/

翅にある大きな「目玉模様

（眼状紋）」が特徴的なチョウ

で、良好な自然環境が残る

里地里山の指標種とされて

います。かつては九州以南

で見られましたが、近年は

生息域を北上させています。
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秋にサクラのような形の小さな

白い花を、穂状にたくさん咲か

せるタデ科の多年草です。湿り

気のある場所を好み、水辺や湿

地で見ることができます。サク

ラタデより花が小さく、花弁が

白い点で識別できます。
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